
の
収
穫
、
干
し
大
根
作
り
な

ど
を
経
験
。
も
う
す
ぐ
夏
野

菜
の
播
種
も
始
ま
る
が
、

「
野
菜
も
動
物
と
同
じ
で
、

手
を
か
け
た
人
の
思
い
に
応

え
て
く
れ
る
」
と
感
じ
て
い

る
。愛

犬
ペ
ニ
ー
と
出
勤
し
て

休
み
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し

た
り
、
会
社
に
い
る
馬
や
牛

と
散
歩
を
楽
し
む
と
い
う
坂

中
さ
ん
は
、
「
毎
日
、
動
物

と
触
れ
あ
っ
て
と
て
も
充
実

し
た
日
々
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
た
。

（
与
謝
野
町
農
業
委
員
会

・
小
田
則
子
委
員
）

町
内
の
農
業
法
人
（
㈲
あ

っ
ぷ
る
ふ
ぁ
ー
む
）
に
昨
年

就
職
し
た
坂
中
亜
利
菜
さ
ん

(

26)

。
宮
津
高
校
卒
業
後
、

大
阪
の
ド
ッ
グ
ス
ク
ー
ル
で

訓
練
士
と
し
て
働
い
て
い
た

が
、
「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

興
味
の
あ
っ
た
農
業
に
携
わ

り
た
い
」
と
昨
年
退
職
し
て

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
。

会
社
で
は
春
菊
・
レ
タ
ス

・
九
条
ね
ぎ
の
出
荷
、
椎シ

イ

茸タ
ケ

な
ど
の
〝
付
加
価
値
の
高
い

焼
き
菓
子
〟
を
商
品
化
し
、

障
が
い
者
の
〝
働
く
場
の
創

造
〟
に
繋
が
っ
て
い
る
。

ド
ー
ナ
ツ
や
ク
ッ
キ
ー

は
、
「
も
も
い
菊
芋
の
会
」

が
仕
入
れ
て
、
直
売
所
「
里

の
駅
大
原
」
や
「
も
も
い
な

つ
ま
つ
り
」
「
左
京
キ
ラ
り

市
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
販

売
す
る
な
ど
、
農
業
者
と
福

祉
施
設
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
取
り
組
み
に
発
展
し

て
い
る
。

左
京
区
山
間
部
の
百
井
集

落
の
農
業
者
（
３
人
）
で
組

織
す
る
「
も
も
い
菊
芋
の

会
」
（
山
本
進
代
表
）
は
、

地
域
の
特
産
「
菊
芋
」
を
８

㌃
栽
培
し
、
12
月
か
ら
３
月

に
収
穫
し
て
粉
状
化
。
左
京

区
内
の
障
害
福
祉
施
設
（
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ

！
、
あ
お
い
苑
）
に
販
売
し

て
い
る
。

こ
の
菊
芋
パ
ウ
ダ
ー
で
福

祉
施
設
が
「
焼
き
ド
ー
ナ

ツ
」
や
「
菊
芋
ク
ッ
キ
ー
」

連
携
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
農
業
者
側
も
栽
培
・
出

荷
す
る
品
目
ご
と
に
作
業
方

法
の
改
善
を
重
ね
る
な
ど
の

創
意
工
夫
や
努
力
が
求
め
ら

れ
る
。

頼
す
る
場
合
、
障
が
い
者
が

行
う
業
務
の
内
容
や
作
業
時

間
・
報
酬
、
作
業
場
の
動
線

や
移
動
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
施
設
側
と
の
十
分
な
事

前
調
整
が
必
要
に
な
る
。
双

方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
農
福

し
て
き
た
。
施
設
と
の
間
で

信
頼
関
係
が
深
ま
る
中
で
、

手
間
の
か
か
る
農
作
業
の
委

託
や
施
設
外
就
労
に
取
り
組

み
が
発
展
し
て
き
た
と
い

う
。福

祉
施
設
に
農
作
業
を
依

就
労
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

農
業
体
験
農
園
「
す
こ
や

か
嵯
峨
野
フ
ァ
ー
ム
」
（
右

京
区
）
の
今
井
義
弘
さ
ん

も
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
・
ニ
ン
ニ

ク
の
袋
詰
め
や
シ
ー
ル
貼

り
、
ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ
の
ラ
ン

ナ
ー
除
去
や
通
路
清
掃
作
業

を
福
祉
施
設
２
カ
所
（
き
ら

め
き
、
パ
ッ
ソ
）
に
委
託
。

必
要
な
時
期
に
週
２
回
程

度
、
２
～
３
人
の
施
設
外
就

労
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

中
井
さ
ん
と
今
井
さ
ん

は
、
「
京
都
農
業
体
験
農
園

・
園
主
会
」
の
メ
ン
バ
ー

で
、
３
年
前
か
ら
新
京
野
菜

「
京
の
黄
真
珠
」
（
果
実
が

黄
色
い
ト
ウ
ガ
ラ
シ
）
を
生

産
し
、
収
穫
し
た
果
実
の
選

別
作
業
を
福
祉
施
設
に
委
託

く
）
に
委
託
。
多
い
日
に

は
、
収
穫
し
た
野
菜
（
み
ず

菜
・
菊
菜
・
里
芋
な
ど
）
の

袋
詰
め
作
業
を
約
10
人
の
施

設
利
用
者
が
行
い
、
除
草
の

た
め
に
２
～
３
人
の
施
設
外

農
業
体
験
農
園
「
東
瓦
町

フ
ァ
ー
ム
」
（
伏
見
区
）
の

中
井
剛
さ
ん
は
、
野
菜
の
袋

詰
め
や
畑
の
除
草
を
福
祉
施

設
２
カ
所
（
ワ
ー
ク
パ
ー
ト

ナ
ー
Ｙ
Ｕ
Ｉ
、
工
房
あ
す

て
紹
介
。
耕
作
者
の
減
少
に

よ
り
将
来
的
に
地
主
が
自
ら

農
地
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
態
に
な
る
前

に
｢

機
構
集
積
協
力
金
を
活

用
し
、
地
域
内
外
か
ら
農
地

の
受
け
手
を
幅
広
く
確
保

を｣

と
訴
え
て
｢

区
や
農
家

組
合
と
協
力
し
て
長
岡
地
域

の
農
業
環
境
の
保
全
に
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
長
岡
区

民
に
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

（
京
丹
後
市
農
業
委
員
会
）

ら
せ｣

を
年
４
回
発
行
し
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

嶋
田
喜
一
事
務
局
長
ら
が

「
地
域
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

活
動
」
を
推
進
し
て
い
る
。

１
月
10
日
の
「
お
知
ら

せ
」
で
は
、
地
域
計
画
の
策

定
や
農
地
中
間
管
理
事
業
を

活
用
し
た
農
地
貸
借
に
つ
い

京
丹
後
市
峰
山
町
の
多
面

的
機
能
支
払
活
動
組
織
「
明

日
に
つ
な
ぐ
長
岡
協
議
会
」

で
は
、
区
や
農
家
組
合
の
要

望
を
も
と
に
、
獣
害
防
止
柵

の
修
繕
、
用
水
路
の
整
備
な

ど
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

活
動
を
実
施
。
全
世
帯(

３

４
２
戸)

に
回
覧
す
る｢

お
知

地
域
計
画
で
儲
か
る
農
業
の
展
望
を


◆
地
域
計
画
の
策
定
に
向

け
た
取
り
組
み
が
各
地
で
進

ん
で
い
る
が
、
農
業
者
が
期

待
す
る
地
域

計
画
の
内
容

を
十
分
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
「
法
改

正
で
令
和
７
年
３
月
ま
で
に

地
域
計
画
と
目
標
地
図
を
作

る
の
で
、
地
域
で
話
し
合

い
、
み
ん
な
で
農
地
を
守
ろ

う
」
で
は
、
一
番
大
切
な

「
何
を
話
し
合
う
か
」
の
説

明
が
足
り
な
い
。
◆
農
業
者

が
減
り
、
農
地
が
荒
れ
る
理

由
は
簡
単
だ
。
農
業
が
儲も

う

か

ら
ず
、
農
地
が
資
産
価
値
を

失
っ
た
か
ら
だ
。
農
業
者
が

期
待
す
る
「
地
域
農
業
の
将

来
の
在
り
方
」
と
は
、
儲
か

る
農
業
者
の
姿
で
あ
り
、
地

域
計
画
の
意
義
は
「
農
地
が

プ
ラ
ス
の
資
産
に
な
る
姿
」

を
描
く
こ
と
に
あ
る
。
◆
儲

か
る
農
業
の
方
向
に
つ
い
て

知
恵
を
出
す
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
あ
り
、
先
に
「
誰

が
ど
の
農
地
を
耕
作
す
る

か
」
を
議
論
す
る
の
は
本
末

転
倒
だ
。
儲
か
る
農
業
の
方

向
が
見
え
た
な
ら
、
地
域
計

画
は
自お

の

ず
と
策
定
で
き
る
は

ず
だ
。
◆
現
在

い

ま

や
る
べ
き
こ

と
は
、
〝
儲
か
る
農
業
の
仕

組
み
〟
を
作
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
関
係
者
が

努
力
す
る
こ
と
に
地
域
計
画

の
意
義
が
あ
る
。
地
域
の
総

力
を
あ
げ
て

「
儲
か
る
地

域
計
画
」
を

策
定
し
て
ほ
し
い
。
農
業
が

雇
用
を
創
出
し
、
担
い
手
不

足
や
遊
休
農
地
の
問
題
を
解

消
し
て
農
村
の
環
境
保
全
や

国
土

強
き
ょ
う

靱じ
ん

化
に
つ
な
が
る

未
来
を
期
待
し
た
い
。

（
一
念
通
天
）

定
年
後
に
実
家
の
農
業
を
継
ぎ
、

現
在
は
約
1
㌶
で
水
稲
と
ナ
ス
・
ト

マ
ト
な
ど
の
露
地
野
菜
を
栽
培
す
る

五い

十そ

棲ず
み

正
信
さ
ん
（
75
）
。

水
稲
で
は
、
乙
訓
の
気
候
に
適
し

た
品
種
を
探
す
た
め
試
作
を
重
ね
て

「
ぴ
か
ま
る
」
に
た
ど
り
着
き
、
９

年
前
か
ら
栽
培
を
続
け
て
い
る
。

無
農
薬
で
植
物
性
の
有
機
肥
料
の

み
を
使
用
し
、
安
心
・
安
全
な
栽
培

方
法
で
美お

味い

し
さ
に
こ
だ
わ
り
続
け

た
結
果
、
２
０
２
１
年
の
「
お
米
番

付
第
８
回
大
会
」
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
「
五
十
棲
さ
ん
の
ぴ
か
ま
る
」

は
、
向
日
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
も
採
用
さ
れ
、
美
味
し
い
向

日
市
産
米
の
Ｐ
Ｒ
に
も
貢
献
し
て
い

る
。地

元
の
農
産
物
直
売
所
「
ま
ち
て

ら
す
Ｍ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
」
で
も
販
売
さ
れ
、

消
費
者
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
向
日
市
農
業
委
員
会
）

向日市

五十棲 正信さん

乙
訓
の
気
候
に
適
し
た

｢

ぴ
か
ま
る｣

を
栽
培

「
ぴ
か
ま
る
」
の
魅
力
を
語
る
五
十
棲
さ
ん

｢

地
域
計
画
で
区
内
外
か
ら
耕
作
者
の
確
保
を
｣

推
進
委
員
が
広
報
誌
で
啓
発

京
丹
後
市

明
日
に
つ
な
ぐ
長
岡
協
議
会

農
業
者
と

福
祉
施
設)

双
方
に
メ
リ
ッ
ト

農
福
連
携
で(

農
業
者
と

福
祉
施
設)

双
方
に
メ
リ
ッ
ト

農
業
者
と

福
祉
施
設)

双
方
に
メ
リ
ッ
ト

農
福
連
携
で(

農
業
者
と

福
祉
施
設)

双
方
に
メ
リ
ッ
ト

農
福
連
携
で(

農
業
者
と

福
祉
施
設)

双
方
に
メ
リ
ッ
ト

特
産｢

菊
芋｣

の

ド
ー
ナ
ツ
が
人
気

特
産｢

菊
芋｣

の

ド
ー
ナ
ツ
が
人
気

菊
芋
生
産
者
×
福
祉
施
設

野
菜
の
袋
詰
め
を
委
託


農
場
で
施
設
外
就
労
も

受
け
入
れ

野
菜
の
袋
詰
め
を
委
託


農
場
で
施
設
外
就
労
も

受
け
入
れ

農
業
体
験
農
園
×
福
祉
施
設

京
都
市
内
の
農
業
生
産
者
と
障
害
福
祉
施
設
が
マ
ッ
チ

ン
グ
会
な
ど
を
通
じ
て
出
会
い
、
相
互
に
得
意
分
野
を
活

か
し
て
協
力
す
る
農
福
連
携
の
成
功
例
が
誕
生
し
て
い

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
ほ
っ
と
は
あ
と
セ
ン
タ
ー
（
京
都

市
）
が
繋つ

な

い
だ
事
例
を
紹
介
す
る
。


特
産
の
菊
芋
を
使
っ
た
「
焼
き
ド
ー
ナ
ツ｣




福
祉
施
設
で
行
う
野
菜
の
袋
詰
め
作
業

（
Ｊ
Ａ
京
都
市
提
供
）

▲運営委員会で今後の活動を協議(昨年12月17日)

▲嶋田委員が執筆した「お知らせ」

愛
犬
ペ
ニ
ー
と
休
憩
中
の
坂
中
さ
ん

動物と触れあい毎日充実
㈲あっぷるふぁーむ

与謝野町 坂中 亜利菜さん
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